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マレーシアでは、１９９３年に首相府などの連邦政府を
首都クアラルンプール郊外のプトラジャヤへ移転することを決定しました。

出典：国土交通省HP（マレーシアの首都機能移転）



首都機能移転の経緯

• １９９３年 ５ヵ所の候補地の中から現プトラジャヤの地域を移転先候補地
と決定

• １９９５年 プトラジャヤの開発計画と連邦政府の移転を閣議決定
• １９９５年 プトラジャヤ建設の開始
• １９９９年 首相オフィスと首相府の移転完了（約３００人）
• ２０００年 運輸省、科学・技術・環境省、外務省の移転完了
• ２００１年 スランゴール州から連邦政府直轄領へと編入

出典：国土交通省HP（マレーシアの首都機能移転）



出典：国土交通省HP（マレーシアの首都機能移転）

クアラルンプールとプトラジャヤの位置関係



出典：国土交通省HP（マレーシアの首都機能移転）

首都機能移転の目的
• マレーシアの首都クアラルンプールで
は、慢性的な交通渋滞が深刻になって
いることに加え、連邦行政機関が市内
に点在していることにより、行政機能
の非効率が問題となっていた。

• そこで、これらの課題を解決するとと
もに、ＭＳＣ（マルチメディア・スー
パー・コリドー）計画の一環として、
ＩＴ政府実現の基盤整備を図るため、
クアラルンプール郊外に新しい行政都
市を建設することが、マハティール首
相の強いリーダーシップの下で進めら
れた。

ＭＳＣの基幹的ネットワーク構成



出典：国土交通省HP（マレーシアの首都機能移転）

首相オフィス • マレーシアの首都機能移転の
対象は、国防省など一部の省
庁を除く連邦政府の大部分及
び連邦裁判所であり、連邦議
会などはそのままクアラルン
プールに残留することになる。

• なお、連邦政府の移転が完了
した後も、マレーシアの首都
はクアラルンプールのままで
ある。



出典：国土交通省HP（マレーシアの首都機能移転）

ＭＳＣ（マルチメディア・スーパー・コリドー）計画

• １９９６年８月開始。

【目的】ＩＴ・マルチメディア技術を核として、
マレーシアの産業構造の高度化を果たすこと

• （１）最良なＩＴインフラの提供

• サイバージャヤ（情報技術都市）、プトラジャヤ（新行政都市）、
ＫＬＣＣ（クアラルンプール・シティセンター）、テクノロジー
パークマレーシア、ＵＰＭ（大学）を拠点として位置づけ、重点的
に新規開発を行うとともに、これらを結ぶ大容量高速通信ネット
ワークを整備

• （２）新しい法制度の確立

• （３）世界からの先端企業の誘致

• （４）自国産業・人材の育成



出典：国土交通省HP（マレーシアの首都機能移転）

プトラジャヤの街づくり

• プトラジャヤの開発・運営は、プトラジャヤ開発公社（１００％政
府出資）が行っている。

• プトラジャヤの開発マスタープランでは、図のように２０の地区に
区分して整備を進めている。このうち、行政地区には、既に首相オ
フィスをはじめとする連邦政府の庁舎建設のほか、プトラ・モスク
などが完成している。

図４ 政府地区の構成
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プトラジャヤの街づくり

プトラジャヤとクアラルン
プール、クアラルンプール
国際空港の間は高速道路の
整備が進められ、車でクア
ラルンプールとは４５分程
度、クアラルンプール国際
空港とも約３０分程度で結
ばれている。

2008年山崎撮影



出典：マレーシア政府観光局HP

プトラジャヤの街づくり

• 2002年クアラルンプール国際空港（KLIA）と
市内を結ぶKLIAエクスプレス＆KLIAトラン
ジットが開通。

• ノンストップでつなぐKLエクスプレスは、ク
アラルンプール市内にあるKLセントラル駅か
らKLIA第1ターミナルまで28分、KLIA第2ター
ミナルまで33分で結ぶ。 

• 3駅停車するKLIAトランジットは、
T2 → T1 → サラ・ティンギ → プトラジャ
ヤ／サイバージャヤ → バンダル・タシク・
セラタン → KLセントラル
と停車し、KLセントラルからT1まで33分、T2
まで38分で結ぶ。

出典：マレーシア航空HP



出典：マレーシア政府観光局HP

クアラルンプール国際空港

• マレーシアの空の玄関口、クアラルンプール
国際空港（KLIA）

• マレーシアと世界各地を結ぶアジア屈指の
ハブ空港で、広さはアジア最大級、成田
空港の約10倍もありある

• 隣接して格安航空専用の第2ターミナル
（T2）があり、この2つの空港に国際線は
発着

• また、中心地に近い場所にスバン空港が
あり、国内線の一部とシンガポール線が発
着する

出典：大成建設HP

設計：黒川紀章 施行：大成建設 1997年12月竣工



クアラルンプール国際空港

2008年山崎撮影
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